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【受賞功績の紹介】

若いながらも、１０年以上のキャリアをもち、本市在住でプロ

俳優として活躍をしてきた。「亀、もしくは」「わたしが子ど

もだったころ」などで秀逸した演技が認められ、所属するＡＧ

Ｓが東京国際舞台芸術フェスティバルに招聘されるなど、全国

的にも高い評価を得ている。

演出家としても平成８年に石狩市制施行記念歴史野外劇を手掛

けるほか、地元俳優の育成にもあたるなど、演劇分野で優れた

活動を続けており、本市の芸術文化の振興に貢献されている。

【受賞者の主な経歴】 （受賞時点の内容です）

昭和５９年(1984)　　北大演劇研究会入会 

昭和６２年(1986)　　札幌ロマンチカシアター魴ぼう舎結成 

平成　３年(1991)　　「砂時計」で札幌演劇座会賞（札幌ロマンチカシアター魴ぼう舎

として） 

平成　５年(1993)　　ＡＧＳを結成。プロとして活動を始める 

平成　６年(1994)　　北海道演劇財団設立期成会企画「火のようにさみしい姉がいて」

を演出 

平成　７年(1995)　　北海道演劇財団設立期成会企画「若草物語」出演 

平成　７年(1995)　　MODE公演「わたしが子どもだったころ」北海道東北ツアーに客演

平成　７年(1995)　　AGS公演「亀、もしくは」出演（8年再演、9年東京公演） 

平成　８年(1996)　　（財）北海道演劇財団 TPSの契約アーティストに就任 

平成　８年(1996)　　石狩市制施行記念歴史野外演劇総合演出 

平成　８年(1996)　　札幌市民文化奨励賞受賞 

平成１２年(2000)　　文化庁芸術祭優秀賞受賞　「逃げてゆくもの」演出により


